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今日， 心電図は医師にとっても患者にとっても， きわめて身近かな検査法とな
っており， 実擦の診療の場ではもちろん，集匝検診や漣慶桔談記さいしても，気
軽に行なわれるようになった。 医師たるものに詰少なくとも簡単な心霊匿の事j読
が要求されているわけで、あるが， クラス会などで、話し合ってみると，意外に学生
の顎覚えた心電図の知識を活用されていない方が多い。 その理由は， 人命をあず
かる医学的診斯にあっては， できるだけ慎重な態度が望ましし専門家による判
断が必要であるということであろうが， 一方，心電図の適当な解説書や再教青の
揚が欲しいという意見も多かった。
本書は初心者および一般震の再教育のため書かれた心電図の本であり， 1978年
ドイツで発刊された EKG-Einfuhrungskurs. Eine practishe Propadeutik der 
klinischen Electrokardiographie.第 6月見に補是を加え，英語版として出版さ
れたものであ丸心電図の基礎から最新の知識までが簡暁に述べられている。
本書の昌的は著者らの言葉を借9れば， 泊化し難い食物を初心者にもよく味わ
えるよう tこすることであり， そのためベクトルという一元的な考え方を使って心
電図という迷宮を進む道しるべとしているので， 心臓を立体的な起電力の発生源
とするベクトル心電図の考え方から説明を捨め， 心電図ゎ各誘導の相互関諒， 電
気軸や心の田転など心電図の基礎を誰でも分るように国解によ習平易に説明して
いる。
一方， 本書で強言署されていることは， 心電図所見の判読の限界と危険性を明確
;こすることこそ， 入門書の役割りであるという立場であり，心電図の診断的舘値
として，①不整諌，②む欝硬塞，⑥むの種々の場所の肥大の 3点を挙げてお予，
これらを中心に具体的な解説がなされている。 しかし， その限界を知ることは常
に大切であり，心務硬塞については， 薪詳硬塞の10%，諌!日性硬塞の50%は心電
図で診断国難であることを述べ， 臨床症状や検査済見の重要性を示している。ま
た， 心肥大の心電図による予測は充分なものでなく， 心電霞所晃は月E大を疑わせ
るものに道ぎないことを教えてくれる。
最後に本書は心霊図に関する最新の知識も数多く記載されており， 例えば， ヘ
ミブロック， 3枝ブロック， ヒス束心電図， Preexitation症侯群，心内摸下硬
塞，勝プロックと心第硬塞の合併伊U，運動負荷心電罰， Sick Sinus症候群， 
Reentry機携，ペ}スメ}カー心霊圏， Nehb誘導とその意義，小児心電図など 
10年前の古い心電函学を学んだものにはいささか目薪しい疾患や新しい心電図理
論も紹介されており， 学生や務修医などこれから心電図を学ぶもののためだけで
なく， これまで心電図の教育をすでに受けた方，実諜に心電菌検査をしている
が， さらに新しい情報を得たいと思う方々のためにその知識の再整理の場を提供
してくれる恰女子の小冊子で、ある。なお，わずか155ページの本であるが98国， 7表
と昌で理解できるよう書かれており， 文章も平易であり， つね司ごろ心電図の簡
単な参考書が欲しいと患う人はぜひ一読をおすすめしたい。(増田善昭)
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